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1 はじめに 
 語用障害をかかえる人（主に，自閉症スペク

トラム障害および社会的（語用論的）コミュニ

ケーション障害の方[1][2]）と定型発達者（一般に

発達障害ではない人の総称）は会話が成立しに

くい．語用障害とは，言語および非言語情報の

社会的使用の異常さを示す特徴の総称である[1]．

主な語用障害に分類される特徴は，話し手の発

話を過度に字義通りの意味として理解する[3]，話

し手の発話の言外の意味を汲み取ることの困難

さ，曖昧な発話の発話意図を推測できない，慣

用表現の理解の困難さ，会話中に相手の顔を見

ないまたは顔を見つめすぎる，会話中の表情の

表出の乏しさ[4]，比喩表現・皮肉表現の理解の困

難さ[5]，間接発話行為の誤認[6]，文脈上の関連情

報と無関連情報の区別の困難さ[7]，明確化要求の

表出の困難さ[8]，話し手のジェスチャー（身振り

手振り）や話し手の視線（目線）の理解の困難

さ[9]および表出の困難さ[4][10]，話し手の表情の

認識の困難さ[11]などの特徴が確認されている．

また，これらの特徴は対人関係に影響を及ぼし

やすい[12]． 

しかしながら，これは定型発達者の対話方法

にも問題がある．田中，藤原は，定型発達者が

発話において抽象的な表現を用いることなく，

具体的かつストレートな表現を用いることで語

用障害をかかえる人にも伝わりやすい話し方を

行えると説明している[13]． 

また，語用障害をかかえる人を対象とした，

語用障害の改善のための支援研究では，線画を

用いて会話の言外の意味や発話意図などを視覚

化することでコミュニケーションを補足する支

援事例[14]や，二つの物体を指して「それとって」

というような指示語を用いた曖昧な指示に対し，

自発的に明確化要求が行えるよう支援を試みた

研究事例[15]などがある．しかしながら，語用障
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害をかかえる人は汎化が困難という特徴がある

ため，支援の場から脱却するためには，膨大な

時間をかけて状況に依存しない適切な学習を行

う必要がある[16]．この特徴により，前者の事例

では汎化に失敗し，後者の研究では支援の長期

化により指示語の理解の改善に 28 か月もの時間

がかかった． 

これらのことから，定型発達者を対象とした

語用障害をかかえる人への対話方法を改善させ

る支援が必要だと考えられる．本研究では，語

用障害をかかえる人の特徴から生じるコミュニ

ケーションの破綻の問題を定型発達者の対話方

法から改善するために，語用障害をかかえる人

を再現したシステムを開発する．これは，語用

障害をかかえる人の立場から思考内容を疑似体

験でき，さらに障害の程度や会話環境を変更す

ることで様々な会話状況を体験できる．なお，

今回は WOZ 法を用いて対話システムの学習効果

の有用性を検討する． 

2 対話システム 
 WOZ 法を用いた対話システムの全体概要と実

行例を図 1 に示した．本システムでは，ユーザが

HoloLens 2 を通して，語用障害をかかえる人役の

3D キャラクターとコミュニケーションを行う構

成である．コミュニケーションの際に必要な物

体があれば，3D オブジェクトや身の回りの実物

体を利用して会話を行うことができる． 

また，語用障害をかかえる人は実験者が wizard
役を担う．なお，WOZ 法とは，開発中の対話シ

ステムのシミュレーション手法の一つである[17]．

これは，合成音声などを用いて，対話システム

のふりをした人間(wizard)がユーザと対話を行い，

ユーザ側からはあたかも実際に対話システムを

相手に会話しているように振る舞うことができ

る手法である．wizard 役はユーザの発話に対して，

適当な語用障害をかかえる人の応対を，合成音

声を通して行い，その応対に適したアニメーシ

ョンを Android 端末から選択し 3D キャラクター

を操作する．なお，Android 端末から命令がない

ときや，選択したアニメーションが終了した場
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合は，直立したアニメーションに移行する． 
なお，対話システム中で，適時，語用障害を

かかえる人の捉え方・思考内容を，相手の立場

から体験することができる．この機能は，例え

ば，ユーザが適切なコミュニケーションを行う

ことができなかった場合に，コミュニケーショ

ンを改善させるためのヒントとして活用するこ

とができる． 

3 適用と考察 
 本システムは，身近に語用障害をかかえる人

が居るか居ないかに関わらず，語用障害を適切

に理解していない定型発達者が，語用障害をか

かえる人との会話の体験と学習を行うことがで

きるシステムである．本システムを利用するこ

とで，語用障害をかかえる人が様々な曖昧な発

話や非言語情報に対して，混乱・誤解・曲解を

示すことを理解することができ，実際の会話に

て不適切な表現を用いない，または用いてしま

った場合に発話を補完するなどして，コミュニ

ケーションの破綻を予防することができる． 

身近に語用障害をかかえる人が居ない場合は，

将来的にコミュニケーションを行う可能性を見

据えて障害の程度が「重度」の語用障害をかか

える人との，身近に語用障害をかかえる人が居

て，円滑にコミュニケーションを行うことがで

きない定型発達者に対しても，その語用障害を

かかえる人に近い振る舞いの障害の程度を示す，

語用障害をかかえる人との対話システムとコミ

ュニケーションを行うことで，適切なトレーニ

ングを行うことができる． 

また，定型発達者が適切な対話方法を用いる

ようになることで，語用障害をかかえる人の周

囲の理解が促進され，結果的に語用障害をかか

える人にとっても生活しやすい環境を整えるこ

とができる． 

4 今後の展望 
今後の展望として，本システムの有用性の検

証として，定型発達者への学習効果について評

価する．実験で扱う事例は二つで，一つ目は

「猫の手も借りたい」という発話を「『猫』自

体を要求されている」ものと誤解を起こした事

例で，これは慣用表現の理解の困難さを扱った

事例である．二つ目は「机上の二冊の本のうち

どちらか一つを指して『この本どうだった？』」

と感想を求めたとき発話意図がわからず混乱し

た事例で，これは話し手の発話を過度に字義通

りの意味として理解する特徴や，話し手のジェ

スチャーや話し手の視線の理解の困難さを扱っ

た事例である．なお，シミュレーションする語

用障害をかかえる人の障害の程度は「重度」と

する． 
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図 1 WOZ 法を用いた対話システムの全体概要とシステムの実行例 
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